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小 さ な 証
 神に仕える喜びを
知ってから、より
聖書を理解し、、
若き音楽家の証で
す。　　　　　P２

S L I M　      
今年の第5回SLIM
は場所をイタリア
から南独リーベン
ツェルに移して開
催されました。P３　　　　　 

新教会員
教会の誕生を祝うペ
ンテコステ伝道礼拝
の中で、３名の入会
式が執り行われまし
た。　　　　　　P３

小さな祈り新任牧師と伝道師
この度、ヨーロッパの
三つの日本語教会に新
任牧師ならびに伝道師
が与えられました。３
人の自己紹介です。　　　　　　　
P４、P５　　　　　

ヨルダン川

                小さな祈り

わたしが父のもとから遣わす助け主、すなわち父から出る真理の御霊が来ると
き、その御霊がわたしについてあかしします。　　　　　　　ヨハネ１５：２６

ふるさと：埼玉県日高市

”渡り鳥”が飛び立った日
ユースバンド”渡り鳥”がスイスJEG歴史初
めて、礼拝のなかでワーシップをリード
し、ともに主を賛美しました。

ちいさな祈り
聖なる、聖なる、聖なる、
万軍の主。
その栄光は全地に満つ。
その、いと高きお方に
栄光がありますように。
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ちいさな証

本 当 に 価 値 あ る こ と の 為 に
津田正明

スイス日本語福音キリスト教会会員

 クリスチャンになって2年と少
しになる。教会に行ってCSで学
んだり、礼拝に参加して聖書を
開いてメッセージを聴くという
意味では、1歳から教会に通って
いるが、自分が本当の意味で神
様に信頼してお委ねして歩み始
めたのが2年前という意味であ
る。
 

　 それは単純に洗礼や信仰告白をしたという意味ではな
く、日曜日以外も日々神様と共に歩む(日曜日以外はノン
クリスチャンと変わらない生活をするのをパートタイム
クリスチャンという)ようになり、生活の、行動の、言動
の、信念の中心が神様になったということである。それ
はルールで自分を縛り上げているわけではない。お金、
名誉、世間体、物質的自己充足、心理的自己充足といっ
たものがかつての行動、思考の原点となっていたのが、
神様になったわけだが、かつての自分と今の自分との間
での葛藤があり、行ったり来たりしては祈る日々である
が、それは救われている証拠だというメッセージを聞い
て安心したのも2年前である。
  
　 神様に仕える喜びを知ってからは、より聖書を理解
し、御言葉を蓄えて、用いられやすいものとして備える
ようになった。神様のことをもっと知りたい、愛したい
というのももちろん大きな動機である。今は毎日午前中
や移動中に、中川健一牧師のメッセージを２つ３つ聞い
て、聖書の理解を深め、御言葉を蓄えている。

　 かつての自分を思い返してみると、自分の人生のフ
レーバーの様な感覚で、選ぶライフスタイルといった感
じでクリスチャンをしていた様に思う。つまり、自分の

物語に神様を、聖書の御言葉を自分の都合で取捨選択
し、都合の悪いところは受け流していた様に思う。本来
キリストの内に歩むと決めたならば、アダムから始まる
聖書の時系列に天に携挙されるのを待つクリスチャンと
して、自らの物語が組み込まれるのに、自らの矮小な世
界観に神様の物語である聖書の壮大な世界観、歴史観を
取り込んだ気になって、聖書あーだこーだと言ってい
た。

　 御言葉はその前後の文脈を読
まないと、誰に対しての御言葉
なのか判断できないのに、勝手
に切り出して適用し、これが聖
書だという様に論じていたのだ
から、赤面ものである。そして
クリスチャンだと言いながら、
伝道をする気がなかった。今と
なっては伝道しているのだが、
今思うことは、信仰に確信がな
いと伝道はできないと思う。
　

　 例えば、よく知られていないが安全な保険会社のコー
スに、保険料が無料で、全ての事故病気に対し、金額の
上限なく最高の医療対応を受けられるという保険をコッ
ソリ教えてもらったとすれば、自分の身内や大事な友人
に教えないでいるだろうか？ 
　
　 本当の恵みの素晴らしさを知っていれば、伝道のモチ
ベーションは自然と湧いてくるものだ。かつて今日何を
着るか、誰と何を食べるか、どのテレビを見るかなどと
考えていたが、クリスチャンとなった今は天に本籍が
あって、地上では寄留者であるから、完全に人生観が違
う。本当に価値あることの為に歩むことができる様、
日々祈り、献身の喜びの内を歩む日々である。

Speicher/Appenzellerland
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１、世界を震撼させた東北大震災
から今年で５年。スイスJEGでは
毎年３月に東日本大震災記念礼拝
を持ち献金を被災地及びボラン
ティア団体に送ってきました。今
年は、４月10日、原発に一番近
い教会・福島第一聖書バプテスト
教会から佐藤彰牧師を招いて記念

礼拝を持ちました。
　 スイス各地の日本人会へ佐藤彰牧師の来瑞を知らせた結果、20
余名の新規訪問者を迎えました。福島第一原発事故のため日本各地
を教会員と共に転々と流浪した佐藤牧師でしか語れない講演メッ
セージはスイスJEGのメッセージ専用サイトでお聴きいただけま
す。http://jeg.meielisalp.ch　 また、流浪の教会のドキュメンタ
リーはこちらをクリックしてご覧いただけます。テレメンタリー
2013「"3.11"を忘れない　原発に一番近い教会」 - YouTube　
　 翌日、４月11日午後には、
教会員のヘス明美宅に1８人が
集まり、佐藤彰牧師ご夫妻を
囲み、大震災に伴う原発事故
のため逃避行を余儀なくされ
たキリスト者としてどう生き
たかの貴重なお話を聴く機会
が与えられました。

２、５月８日に、スイスJEGでは一週間早くペンテコステ伝道礼拝
を持ちました。この教会が生まれた日に、マイヤー牧師は”信仰は

なぜ必要か”をテーマに伝道的な説
教をされました。そして、スイス
JEG22年の歴史で初めてユースバ
ンド”渡り鳥”が、礼拝のなかで賛
美をリードし、会衆とともに主を
讃美する記念すべき日ともなりま
した。この日の”渡り鳥”の演奏は

スイスJEGのHP日曜学校Youthサイトでご覧いただけます。
http://www.jegschweiz.com/日曜学校-youth/
　また、この日、教会は３人もの兄姉ー若きベース奏者・津田正明
兄、そして関東と四国で12年間(1992-2004)宣教師として、日本
を愛し、日本人の救霊のため尽力されたミューラー・トマス兄と
ミューラー・カリン姉を新教会員として神の家族に迎える幸いを得
ました。

３、５月22日（日） の説教は、夏のキリスト者の集いのために
信徒が霊的にも整えられることを目的とした”み国を待ち望む”シ
リーズに戻り、”み国に先立つしるし”をマタイ24章から解きか

しをされました。マタイ24章は、いわゆる”オリーブ山の説
教”と呼ばれ、マタイの福音書ならびに新約聖書のなかでも難解
とされている箇所で、世の終りと再臨をイエス様自身が弟子に
預言されたものです。”み国”すなわちイエスが王として統治され
るメシア的王国／千年王国は再臨に続くものですが、今日の教
会では、終末や再臨について語られることはあまりありませ
ん。この夏、特別講師として来独される中川健一牧師は”終末論
を学ぶことは、間違いなく今を生きる力となります。”と言われ
ています。このマイヤー牧師の
メッセージ（日独語）はスイス
日本語キリスト教会のHPの
礼 拝 メ ッ セ ー ジ サ イ ト　
www.jegschweiz.com/礼拝メッ
セージ-audio-video/で、説教に
使われたパワーポイントの資料
を手元にしながら録画をご覧い
ただけます。
 
４、今回で5度目の開催となったSLIM( Servant Leaders In 
Ministry) Conferenceは、今年は南独モンバッハタール／リー
ベンツェラー・ミッションで4月１４日から１７日まで、７０余

名の参加者を得て開催されまし
た。SLIMは次世代を担うキリスト
者が、主への奉仕の働きのため、
サーバント･リーダー(仕える者)と
して、キリストの体を立ち上げる
｢成熟した者｣(エペソ4:12)として
整えられることを目的としたリト
リートです。今年は、特別講師に

聖契神学校校長・鶴見聖契キリスト教会牧師の関野祐二先生を
お迎えし、ヨーロッパに住むクリスチャンの霊的成長と求道者
が福音に触れる場として、共に集い、励まし合い、学び、祈る
場として豊かに用いられました。なお、来年はSLIMはお休みと
なり、次期開催は再来年となります。参加出来た事に大変感謝
しています。（スイスJEG ヘス明美記）

５、無牧であったケルン・ボン日本語キリスト教会に佐々木良子
牧師が４月に赴任されました。ミラノ賛美教会・内村伸之顧問牧
師として牧会されていたオランダ南部キリスト教会には、SLIMの
実行委員長としてお働きになっていた増谷啓伝道師が４月10日に
就任され、同じく内村牧師が顧問をされていたバルセロナ日本語
キリスト教会にも猛烈ビジネスマンであった北島嗣郎（しろう）伝
道師が、４月23日に就任されました。
　三人の自己紹介が４-５ページに掲載されています。（北島伝
道師の紹介は証から抜粋させて頂きました。全文をお読みにな
りたい方はスイスJEG編集部にご請求下さい。）新牧者を迎え
た３つの教会に神様の豊かな祝福と導きがありますようにお祈
りします。
６、オーニンガー宣教師、クンツ・プリスキラ宣教師、ラ
シェンコ・ベラ宣教師、マルティン・フィリップ祐子宣教
師からのRundbrief 、工藤篤子メルマガ 、井野葉由美メル
マガ号、バルセロナ日本語で聖書を読む会月報、デュッセ
ルドルフ日本語キリスト教会月報、ケルン・ボン日本語キ
リスト教会月報、ルーマニア川井牧師の週報、ブリュッセ
ル・ミサ便り、パリ・プロテスタント日本語キリスト教会
パルタージュ、イザール通信、夜越山からの便り、ミッ
ション”宣教の声”、ローゼンクランツNLが届いています。
お読みになりたい方は、松林までご連絡ください。

5月16日(月）に会堂をお借りしているMitternachtsruf で、JEG主催のバー
ベキューパーティが開催されました。マイヤー牧師のショートメッセー
ジもあり、18人の新来者と一緒に賑やかで楽しい午後になりました。

ヘス宅での家庭集会
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　神様からのプレゼント
福島第一聖書バプテスト教会の
佐藤彰牧師ご夫妻から

　スイス日本語福音キ
リスト教会の皆様、こ
の度は大変お世話にな
りました。
 ドイツ縦断の二週間
にわたる講演旅行の
後、日曜日の午後にス
イス入りした私たち

に、礼拝後の愛餐会やご家庭でいただい
た日本食は、胃にやさしいものでした。
めずらしいスイス料理も忘れられない思
い出です。
 　礼拝と月曜の家庭集会には数多くの新
来者があり、主
の御名をあがめ
ました。
 火曜日から二日
間はアルプスの
少女ハイジを思
わせる各地をご
案内いただき、
ヘ ッ プ バ ン や
チャップリンが
晩年をこの国で過ごした理由がわかるよ
うな気がしました。
　 正味三日強のスイス滞在でしたが、皆
様のおかげで内容の濃いスイス旅行とな
りました。東日本大震災からちょうど五
年目の、神様からのプレゼントだと受け
止めています。尊い献金も、ありがとう
ございました。

聖書から学び合う交わり
聖書を読む会の
鈴木喜香姉から

　 スイスそしてヨーロッパにお住いの愛
する皆様。あなたの周りの、日本語の交

わりを求めている方々を誘って、聖書を
学びませんか。
「聖書を読む会」では聖書を学ぶための
手引を出版しています。
　 私たちが出版している手引は、聖書を
学ぶための質問集です。手引の質問に
沿って、皆で考え、語り合うことができ
ます。も
ちろん、
一人のデ
ボーショ
ン用とし
て使うこ
ともでき
ますが、
グループで
学び合うと意外な発見があります。同じ
記事を読んでも、人は十人十色ですか
ら、違った視点で読み、学びとるもので
す。また、心の深いところで感動をもっ
て読まれ、教えられたことは、その人の
生き方を変えていきます。
　 互いの発言に耳を傾け、ともに聖書か
ら学び合う交わりは、互いの信仰や価値
観を理解し、共感し、祈り合う友情を深
めるときになります。
　 人前で発言することに慣れていない私
たち日本人には、沈黙が続いてしまうこ
とがよくあります。しかし、『主催する
側が「新しい文化を作り出していくの
だ」という「意識」を持つことが肝心だ
と思う…』と、長年アメリカで手引を
使って伝道・牧会している先生が語って
おられます（「通信」110号）。発言す
ることが求められる西洋社会で生活され
ている皆さん、互いに励まし合って、聖
書を学んでみませんか。
　 また、聖書の基本的なラインから逸脱
して聖書を読み込むことは、どのような
場合にも禁物です。その点、手引はガイ
ドの役割を果たしているといえるでしょ
う。専任の指導者が常駐することの難し
い地域では、このような学び方がとても
有効です。
　 一度、手引を手に取ってみてくださ
い 。 ホ ー ム ペ ー ジ （ h t t p : / /
syknet.jimdo.com）では、お試し版を
ダウンロードすることができます。ま

た、機関
紙 「 通
信 」 の
バックナ
ンバーを
読むこと
もできま
す。

主の計画のなかで
ケルン・ボン日本語キリスト教会は

佐々木良子牧師から

　はじめまして。3
月 2 7日のイース
ター礼拝を日本で
終えて、4月より日
本基督教団の派遣
宣教師として着任
いたしました佐々
木良子と申します。

主なる神さまの憐みと教会の方々のお
祈りと「至れり尽くせり」のお助け、そ
して日本で支えてくださっている大勢の
方々によって、ドイツ・ケルンの地で
２ヶ月目の生活を無事に過ごすことがで
きました。小鳥のさえずりと共に快適に
目覚めさせて頂いる毎日です。新緑の素
晴らしい季節を味わいながら、神さまが
このような自然を与えてくださっている
ことに改めて感動すると共に、心から感
謝する日々を送らせて頂いております。

このように欧州の地に導かれたこと
は、主のご計画の内に一歩一歩積み重ね
られたものと思わされています。以前よ
り宣教の幻は与えられ、在欧日本人宣教
会の祈り手として参加させて頂いており
ました。

更に欧州
の日本語教
会の先生方
との個人的
なお交わり
や、2013
年には日本
基督教団か
ら派遣されてハンブルクで行われた「キ
ルヘンターク」に参加したことなど。そ
して前任地でもあり、私のドイツでの宣
教活動・生活を支えるために中心となっ
て頂いている小松川教会でオランダの国
教会からパイプオルガンを購入し、奉献
感謝のためにオランダにでかけたこと。

それに併せて2014年にベルギーで行
われた「キリスト者のつどい」に参加さ
せて頂いたことなどです。キリスト者の

日出ずる国から

チャップリンの像の前で

聖書を読む会スタッフ：　
OCCの新しい事務所で

ヨーロッパの日本
語教会／集会から
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集いではスイス日本語福音キリスト教会
の方々にも大変お世話になり、信仰の友
ができたことも大きな喜びでした。

更にこれからの主のご計画がどのよう
に展開していくのか大いに期待しており
ます。留学も海外生活の経験もなく、語
学力も能力もない、「ないないづくしの
私」をどのように用いてくださるので
しょうか。主は最善をなしてくださるこ
とは確実ですから、信頼し謙遜に従って
参りたいと思っております。お祈りの片
隅に覚えて頂けると幸いです。これから
主にあるお交わりをよろしくお願いいた
します。

神の正義と愛
オランダ南部キリスト教会は
増谷啓（あきら）伝道師から

皆さん、こん
にちは。オラ
ンダ南部日本
語教会の伝道
師として、内
村先生より按
手を授けてい
ただいた増谷啓

と申します。
　私は18年前イギリスの大学に通ってい
る時に【神の正義と愛】を信じる決意を
しました。その後就職のため移り住んだ
ドイツ・シュトゥットガルトの日本語教
会で会計役員としてご奉仕をさせていた
だいていました。その頃の礼拝は月に一
度だけで、次第にそのことに渇きを覚え
るようになりました。
　「礼拝頻度が低い理由」を自分の外に
求めていましたが、結局は自分がまず変
えられる必要に気づかされました。内村
先生が神学を通信で学ばれて牧師となら
れたことを見ていたので、私もまずは神
学を学ぶことにしました。そして働きな
がら３年の学びを終え、礼拝も月二回と
なり、シュトゥットガルト日本語教会で

伝道師として仕えさせていただくことに
なりました。
　全ては順調に見えましたが、なんと勤
め先のリストラを機に転職することを余
儀なくされました。不思議な導きでオラ
ンダ・マーストリヒトで働くことにな
り、内村先生が毎月いらっしゃるオラン
ダ南部日本語教会に通うようになりまし
た。
　内村先
生のメッ
セージを
英語に逐
次通訳す
る奉仕を
させていただくようになりました。単身
赴任が二年続きましたが、昨年の夏より
愛する家族とも一緒に暮らし始められる
ようになりました。そしてそろそろ正会
員となって教会に腰を落ち着ける必要を
感じていました。そうすると教会からも
伝道師として受け入れたいという思いを
伝えていただきました。
　まだ生活が完全には落ち着いていなく
家族にも苦労をかけっぱなしですが、初
心を新たに、この素晴らしいチームの一
員として【正義と愛】を追い求めていき
たいう思いを与えられ、任を受けさせて
いただきました。
　まだまだ至らない者ですが今後ともよ
ろしくお願いいたします。

本当の上司を見つけて
バルセロナ日本語キリスト教会は
北島嗣郎（しろう）伝道師から

皆さま、初め
まして。私
は、スペイン
に住んでいる
北島です。 
2013年3月ま

である日本企業で働いていた関係と家内
がスペイン人だということで、スペイン
には合計で13年住んでいます。

　 仕事第一の猛烈ビジネスマンだった私
は、2013年1月、前立腺肥大のため手術
を受けましたが、そこで生死の境を彷徨
う経験をいたしました。手術後、我に帰
り、一体私は何をしているのだ?このま
まこのように人生を生きて行くのか?そ

れはあまりにもむなしくないか?この人
生の最後には何が待っているのか?死ん
だらどうなるのだ?と自問しはじめまし
た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　 何と説明して良いのかわかりません
が、確かに私の頭の中でこの言葉が鳴り
響くのを感じました。そして「こんな罪
人の私を許して下さい」と祈ったのでし
た。通常でしたら、赦されることはない
ほど、神様から離れているのに、私のた
めに地元の大阪の教会にも母と共に祈っ
てくれている人がいる、そして何にもま
して、主イエス・キリス トが十字架の上
で、「父よ北島を許して下さい。北島は
何をしているかわからないのです」と
言って、私の為に流してくださった血潮
による贖いの事実を確信しました。　　　　　　　　　　　　　　　　　

神様は私に入院という機会を与え私を低
いところまで引き下ろされ、そして「仕
事」という私が絶対の自信があった領域
で私を打ち砕き、へりくださせ、そして
探し出してくださり、十字架の主イエス
の血でこれまでの私の罪を許してくだ
さったことに気付いたのです。
　 現在は、スペイン人の教会で、二人の
牧師先生の下でカバン持ち研修とサッ
カー伝道、病院伝道、イタリアの内村先
生の下でバルセロナ日本語教会で奉仕を
しています。2013年4月に初めてバルセ
ロナ日本語教会の礼拝へ行きました。小
さい信徒の集まりですが、まるで初代教
会を彷彿させるような恵まれた教会で
す。内村先生の働きにより私たちは主の
家族として祝福されています。最近は、
スペイン人の方の礼拝への出席もあり、
主がこの教会の役割を啓示されているの
かなあと感じています。
　最後に 2013年に献身の決意をしてか
ら3年が経ちました。この4月には内村先
生によりバルセロナ日本語教会の伝道師
としての按手を受けました。3年前には
想像すらしていなかった展開です。主の
なさることは私の創造をはるかに超えて
いています。この主に頼って生きていき
たいと願っています。「私はついに自分
の本当の上司を見つけたのです。」 

ケルン・ボンの愛する兄弟姉妹と

４月１０日の就任式

バルセロナ日本語教会の愛する兄姉と
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神の人生への介入
津田和明

スイス日本語福音キリスト教会

　 今年で3度目の参
加となった。このカ
ンファレンスは自分
が信仰に入るきっか
けとなった重要な聖
会なので、毎年参加

している。
   今回特に印象に残ったのが、私たち現
代に生きる異邦人クリスチャンは、聖書
の時間軸、世界観、物語の延長線上にい
るということだ。時間は延々とただそこ
にあるのではなく、主なる
神の意志がそこにあって、
一つの時間軸上を携挙、再
臨に向かって動いている。
  イスラエルが国家とな
り、他の国と契約を結べる
ようになると聖書にあった
様に、実際の歴史もその様
に終末に向かって進んでい
る。私たちは私たちの人生
という物語を生きており、
未信者の方が死という終点
に向かう物語を生きるのに
対し、死後の天の御国での
永遠の命を含めた物語を生
きている。が、地上での物
質的価値観に囚われすぎると、そちらが
メインになってしまい、自分の地上生涯
物語に聖書の物語を取り込むという、立

場が逆転し
てしまいが
ちになって
いるという
話だった。
 また、主に
献身する人
生について

のメッセージも印象に残った。個人的に
は、主に仕える喜びについての再認識が
ありました。地上でも様々な喜びがあり
ます。人からの名誉、綺麗な景色を見

る、美味しいものを食べる、いい服や車
を手に入れる、理想的なパートナーを見
つけるなど
です。
　 ですが、
魂が震える
ような感動
と涙の喜び
は、人間の
作った物質では得られないと思う。主に
仕える事で得られる喜びと感謝は、人間
の欲を埋める喜びとは別次元にある。そ
れぞれが神様から賜物を与えられ、それ
ぞれの形で主なる神のご計画の働き手と
なって、主に用いられることで得られる
喜び。僕の場合は賛美する喜び、そして

今回はユースの証し会での奉仕の喜びが
あった。それぞれの若い信徒の証し、そ
して先輩信徒、求道者の上に主がしっか
り働いておられるなということを再確認
する非常に恵まれた時間となりました。
　神がそれぞれの人生に介入されてそれ
に応答して出来上がる物語には力と感動
があった。そして求道者の仲間が主に立
ち返る喜び、これは一塩のものである。
そして毎年感じるのが、一年ごとに会う
たびにそれぞれの兄弟姉妹がそれぞれの
教会や土地で大いに奉仕し、成長して
行っているなという実感だ。
　 来年のSLIMは諸事情で休みだが、
SLIMのユースでの活動も予定してい

る。若い世代だからこそ出来る伝道や奉
仕があると、それぞれが主の霊に満たさ
れて、期待感に溢れている。

    神の国の価値観
トムセン・チャーリー
スイス日本語福音キリスト教会

　
　 先生の話やス
モールグループを
通して色々学んだ
り、去年出会った
友達と再会した
り、新しい友達を
作ることも出来

て、とても恵まれました。
 学びの中で特に心に残ったの
は、神の国の価値観と私たち人間
としてのこの世界での役割の事で
す。会場は森の真ん中で豊かな自
然に囲まれていて、とても綺麗
で、また学んだことを静かに振り
返ることができて、とてもよかっ
たです。
 二回も
SLIMに
参 加 で
き た こ
と を 神
様 に 、
そして、

サポートしてくれた教会のみなさんに感
謝します。来年ないのが残念ですが、次
回、行けるときを楽しみにしています。

SLIM16 に参加して

Liebenzeller  Mission, Monbachtal Germany


